
 今年のゴールデンウィークも日本各地の様々な会場でドナー登録会が開催されました。今年は

期間中好天が続き、毎年開催される「幕張メッセ“どきどき”フリーマーケット（千葉県千葉

市）」や「ＫＨＢフリーマーケット（宮城県仙台市）」等をはじめとするイベント会場や、全国

でご協力いただいているショッピングセンタージャスコの各店舗、大学のキャンパス等で、多く

の方がドナー登録をされました。登録された方をはじめ、準備・運営にご尽力いただいたボラン

ティア、日本赤十字社、行政、関係機関の方々に感謝申し上げます。 

 国内開催の自動車レースとしては最大の観客動員数を誇る「ＳＵＰＥＲ ＧＴ 2010 シリーズ」

で骨髄バンクの支援活動が行なわれています。SUPER GT に参戦しているドライバーの 1 人、アン

ドレ・クート選手の息子さん、アフォンソ君が急性リンパ性白血病を発症したことがきっかけで

した。 

 鈴鹿サーキットで開幕した第 1 戦ではアフォンソ君のカンバッチとリーフレットの配布が行わ

れ、第 2 戦の岡山国際サーキットではリーフレットやチラシの配布に加え、会場内のステージで

骨髄バンクのＰＲが行われました。ゴールデンウィーク中の 5 月 1 日・2 日に行われた第 3 戦で

は、シール・パンフレットの配布の他、イベントステージで骨髄バンクトークショーやチャリテ

ィオークションが開催され、2 日に行われた献血とドナー登録会では 33 名の方がドナー登録をさ

れました。SUPER GT では、今後も骨髄バンク支援活動を続けられる予定です。SUPER GT 関係者の

皆さまをはじめ、各会場でお手伝いいただいているボランティアの方々等、多くの方にご協力を

いただいています。この場をお借りしてお礼申し上げます。 

 現在も闘病中のアフォンソ君ですが、ドイツの骨髄バンクを通じドナーが見つかり、近々移植

が予定されています。治療の成功を心よりお祈りしています。 
 

 ※ＳＵＰＥＲ ＧＴホームページ http://supergt.net/jp/ 

 

 

 

日本骨髄バンクの現状（平成 22 年 4 月末現在） 

■20 歳未満のドナー登録者数 

 4 月     340 人 

 合計   12,177 人（17 年 3月～)

■51 歳以上のドナー登録者数 

 4 月新規     80 人 

   延長   264 人 

 合計   18,429 人（17 年 9月～)

 3 月 4 月 現在数 累計数 

ドナー登録者数 2,282 2,898 359,256 462,109

患者登録者数 246 238 2,619 30,112

骨髄移植例数 128 91 - 11,678
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■4月の区分別ドナー登録者数：献血ルーム／ 822 人、献血併行型集団登録会／ 1,911 人、集団登録会／ 107 人、 

               その他／ 58 人 
注）数値は速報値のため訂正されることがあります。 

1 ゴールデンウィーク中のドナー登録会 

2 ＳＵＰＥＲ ＧＴの骨髄バンク支援 



 傍聴をご希望の方は、事前に財団事務局総務部までお申し込みください。 

 公開・非公開 開催予定 

常任理事会 公開・一部非公開 5 月 19 日（水）17:30～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

医療委員会 公開・一部非公開 5月 29 日（土）11:30～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

ドナー安全委員会 非公開 5 月 29 日（土）11:30～ 廣瀬第 2ビル地下会議室 

医療・ﾄﾞﾅｰ安全・倫理

委員会 合同委員会 
公開・一部非公開 5月 29 日（土）14:30～ 廣瀬第 2ビル地下会議室 

常任理事会 公開・一部非公開 6月 16 日（水）17:30～ 廣瀬第 1ビル 2階会議室 

 

 3 月 15 日、プロ野球福岡ソフトバンクホークスの杉内俊哉投手がドナー登録をされました。杉

内投手は知合いの方が白血病になったことから自分にできることはないかと考えていたそうで、

骨髄バンクを支援するにはどのような方法があるのかとお問合せをいただき、ご自身もドナー登

録をされたものです。骨髄バンクを広める活動への協力も表明されており、現在、具体的な支援

計画が進行中です。 

 今期の杉内投手は順調に勝ち星を重ね、パ・リーグトップの 7 勝をあげて（5 月 12 日現在）い

ます。ペナントレース同様、今後の骨髄バンク支援にも期待したいと思います。 

 自動販売機を通じて公益団体への寄付を行っている「ボランティア・ベンダー」という仕組み

があります。これは、そのステッカーが貼ってある自動販売機で清涼飲料水を販売することによ

り、自動的に飲料メーカー、オペレーター、設置先のみなさんが各 1 円ずつ寄付を行い、1 本に

つき合計 3 円を募金するものです。設置する方が寄付先を指定することにより、当財団へご寄付

いただくことができます。この仕組みの運営はボランティア・ベンダー協会が行っており、複数

の飲料メーカーが会員として参加しています。 

 ※設置についてご検討いただける場合は、骨髄移植推進財団広報渉外部（03-5280-8111） 

またはボランティアベンダー協会（03-5857-8856）までご連絡下さい。 

 認定 NPO 法人全国骨髄バンク推進連絡協議会の設立 20 周年記念大会「新しい時代へ いま有明

から～思いをつなぐ いのちをつなぐ～」が 6 月 5 日（土）・6 日（日）の 2 日間、東京有明医療

大学で開催されます。5 日は記念イベントと記念式典、6 日は全国リレー医療講演会 in 有明が行

われます。また両日にわたり、フリーマーケットやいのちの輝き展等も行われます。 

 ※問合せ先：特定非営利活動法人 全国骨髄バンク推進連絡協議会 TEL03-3356-8217 
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6 財団の会議開催予定 

3 プロ野球杉内投手がドナー登録 

5 全国骨髄バンク推進連絡協議会 設立 20 周年記念大会 

4 自動販売機でできる社会貢献 



 今年度はコーディネートに対する態度や考え方について、意識と知識を共有し、共通認識のも

と組織として責任あるコーディネートに取り組んでいくための研修を行います。 

 3 月に開催されたコーディネーションスタッフ研修会で、「コーディネーションスタッフ」と

地区事務局代表者が各地区で抱えている問題について議論しました。その結果、何が必要でどの

ような研修が効果的かについて各地区ごとに検討し、優先順位の高いものから実施していくこと

にしました。 

 ドナーコーディネート部からは、全地区で共有していただきたい事例についての情報をその都

度、提供する予定です。研修会の機会に各地区で検討していただきたいと思います。 

 非血縁者間ＰＢＳＣＴは、平成 22 年 10 月ごろから手作業による限定的なコーディネート（超

ミニマムＰＢＳＣＴコーディネート）が開始される予定です。それに伴い、コーディネーション

スタッフ、研修等担当者、地区事務局代表者を対象に 7 月と 10 月に研修を行います。また、各地

区での会議研修会の際に、今後の全国展開に備え、ＰＢＳＣＴの研修（医学的な基礎を学ぶこ

と、コーディネートの流れを理解すること、ドナーへのご説明方法について学ぶこと他）を重点

的に進め、新しい制度導入を準備します。 

 平成 21 年度から設置した｢中央スーパーバイザー｣には、引き続き、大木桃代先生にご就任いた

だき、コーディネーターや地区事務局員からの相談や研修についてのアドバイスにご対応いただ

きます。 

 コーディネーターの皆さまには、別紙｢平成 22 年度コーディネーター研修について｣を同封しま

すのでご参照ください。 

 本年 1 月から実施していたコーディネーター養成研修会ですが、4 月 16 日に「コーディネーター

委嘱審査会議」において審査を行い、東北地区 1 名、関東地区 2 名、中部地区 4 名、近畿地区 10

名、中四国地区 2 名、九州地区 8 名の計 27 名の認定・委嘱が決定しました。4 月 30 日には大阪

で閉講式を開催し、研修の全過程を修了した研修生に認定証・委嘱状を授与しました。未修了の

研修生については、全ての研修が修了した段階で認定証・委嘱状を授与する予定です。 

 5 月から各地区においてコーディネート活動を順次開始します。研修期間中は調整医師、採取

施設の先生方およびコーディネーターの皆さまには、ご指導いただきありがとうございました。

お礼申し上げますとともに、今後とも引き続きご指導いただきますようよろしくお願い申し上げ

ます。 
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以下は、調整医師およびコーディネーターの皆さまを対象としています。 

ドナーコーディネート関係者のコーナー

7 平成 22 年度コーディネーター研修について 

8 第 11 回コーディネーター養成研修会研修生の認定・委嘱について 


